避難所はまず「快適」であるべき。スフィア基準がもたらす明日への希望
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10月の台風が日本各地に大きな爪あとを残した。特に、12日からの数日間上陸した台風19号は、まれに見る強い勢力を維持し続け、暴風域が日本の半分を覆うほどの強さとなった。その2週ほど前、千葉県を中心に被害をもたらした15号の傷も癒えぬまま、追い討ちをかけられた形だ。

現在、長野県、千葉県をはじめ、各地で避難所が開設されている。多くの方がTVでその様子をご覧になったことだろう。

15号の影響から自主的に避難する意識が高まり、風雨への対策を講じる人は多かった。受け入れる自治体は事前に発電機を準備するところもあり、一見、対策は周到に進められている感もあった。また、避難所が開設されると支援物資はすぐに集まり、自治体で進む備蓄物資の開放も相まって、災害への学習は進んでいるかに見える。

しかしだ。

避難所は、肉体的、精神的に、少しずつ避難者の方々を追い詰める。主に体育館などが利用されるその場所では、環境が変わる事での過度なストレス、エコノミークラス症候群の発症など、健康二次被害の問題が取りだたされる。経験者の口からこぼれるのは地獄のような劣悪な環境だ。

避難期間は復旧と連動する。いつまでここにいればいいのか、明日からどうすればいいのか、その場所で見聞きする情報は最新なのか、電源・電波はいつ戻るのか、復旧の様子はどうなのか。


（首相官邸HPより）

自治体が用意してくれた温かい毛布に身を包みながらも、「全てが流された。帰るところもない、未来もない。私たちはどうすればいいんですか」　被災者へのインタビューの賛否は別の議論になるが、その言葉に込められた思いは本人以外が察することは不可能だ。考える余裕すらも奪われる中、毛布一枚のみがその人の役に立っている事実。虚しさやもどかしさで私たちも押しつぶされそうだ。

スフィア基準が避難所を変える

災害は世界で起こる。しかし、その後の人の動きや考え方に、日本は大きく学ぶべきところがある。

海外では、避難所はまず「快適であるべき」とする価値観が今や一般的だ。快適であることはいっときでも安心と安らぎを与える。たとえ絶望のふちにあったとしても、明日のことを考えられることができ、犠牲者に思いを馳せ、そばにいる家族のありがたみを感じ、触れ合い、命の大切さを実感することができる。

生きることを規模に。「スフィア基準」の称賛すべき価値観
避難における快適とは何か。何でも手に入る環境、そういうことではない。ストレスを軽減し、尊厳ある生活の回復を促す環境のことだ。

災害に合われた方々にストレスなく快適に過ごしてもらうための世界的な基準、スフィア基準といわれるものが存在する。

〈スフィア基準〉とは
1998年に人道憲章と人道対応に関する最低基準（Humanitarian Charter and Minimum Standards in Humanitarian Response）、通称スフィア基準。「人道憲章、権利保護の原則、コア基準」の3つの共通の土台と、生命保護のために必要不可欠な4つの要素、１給水、衛生、衛生促進、２食糧の確保と栄養、３シェルター、居留地、ノン・フードアイテム（非食糧物資）、４保健活動　これら各分野における最低基準を定めている。例えば、１人あたりの居住空間は最低3.5平方メートル、便所は20人に１基、男性１対女性３の割合で設置、など。 
これは複数のNGOと赤十字、赤新月運動によって作られた。1994年、アフリカ難民キャンプで多くの人が死亡したことがきっかけだ。人が生きるために、人らしく生活できるために、最低限のルールとして設けられる基準だ。

この基準は生活の一切を微に細に渡り示す。1日に必要な水の量（飲料と調理用は別に分けて考える）、水源に並ぶ時間は30分未満、トイレ、洗面所の数、一人当たりの石鹸の量、おむつ、生理用品の数に至るまで、まるで小さな町の都市設計を思わせる。加えて、施設全体を管理するモニタリングの仕組み、職員の待遇にまでおよぶ内容となっている。

興味深い点は、基準が刷新される際に、社会情勢も反映されていること。例えば、2018年版のスフィアハンドブックによれば、ジェンダーに関する考え方として、「ジェンダーとは男女の生涯を通じて、社会的に形づくられた違いである。この違いは時代とともに、または、文化や状況によって変化する可能性がある」（抜粋）とし、加えて、「人道支援の各段階にて、LGBTQI の人びとと支援組織との建設的な対話を常に行うべきである」（同抜粋）とある。

まず人が快適に生きること、当たり前のこととして必要なすべてのことがスフィア基準にはある。

日本は変化の過渡期。災害国だからこそ行動すべき
イタリアなどをはじめ、海外の先進国では災害時に設置する避難所はスフィ基準を用いた設計となっている。日本から見れば「豪華」な環境を紹介したサイトも散見される。

豪華である必要はないだろうが、基準を満たすことで必然的にスペースは広くなり、プライバシーは尊重され、避難所というよりちょっとした住まいになる理屈だ。

TVなどで、いまだに見受けられる旧態依然とした避難生活。せめて生きる場所は、快適に、前を向ける環境にしていくべきだろう。ただ、日本も、変化の過渡期にある。スフィア基準導入の事例として上がるケースの多い徳島県では、「安心とくしま」というWEBサイトを立ち上げ、県内の防災・危機管理情報を集約させている。その中で、スフィア基準にのっとった基本戦略から防災計画を提示。情報の質・量ともに充実させている。

また、内閣府でも避難所を解説運営するための基本的なガイドラインを公表している。

災害が起きるたびに思う。今こそ、スフィア基準による避難所のスタンダードを確立させるときではないだろうか。
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